
JP 2011-500386 A5 2014.1.9

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成26年1月9日(2014.1.9)

【公表番号】特表2011-500386(P2011-500386A)
【公表日】平成23年1月6日(2011.1.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-001
【出願番号】特願2010-530459(P2010-530459)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  51/08     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  51/30     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  33/42     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  51/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ  51/08    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  51/30    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  33/42    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  51/26    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年11月13日(2013.11.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相並んで隣接する機能的領域の間に、機械的に弱い部分（３３、３４）を有する、食品
包装体（４０）又はその一部等の熱成形された物品を製造する方法であって、
　前記物品は、利用者側の使用の範囲で、機械的に弱い部分（３３、３４）で、少なくと
も部分的に相互に分離可能であり、
　その製造は、相対して動作可能（器具動作方向１００）な、上側器具（７０）と下側器
具（８０）を有する熱成形器具内で行われ、及び以下の工程、
　上側器具（７０）と下側器具（８０）の間に樹脂シートを供給する工程、及び
　上側器具（７０）と下側器具（８０）を、器具動作方向（１００）の方向に閉めること
によって、供給された樹脂シートを熱成形する工程、
　を有し、及び機械的に弱い部分（３３、３４）は、成形される材料が、熱成形器具内に
存在する間に与えられる方法において、
　機械的に弱い部分（３３、３４）は、一緒に、器具動作方向（１００）に移動された物
品の領域に、及びこの伸長した領域に対して垂直に形成され、及び
　機械的に弱い部分（３３、３４）は、少なくとも部分的に、少なくとも器具動作方向（
１００）に伸びた平面内で、器具動作方向に対して９０°ではない角度α（２００）で熱
成形物品内を伸びて形成されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　弱い部分（３３、３４）は、パーフォレーション（３４）及び／又は刻印（３３）であ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　機械的に弱い部分（３３、３４）は、線状に形成されていることを特徴とする請求項１
又は２に記載の方法。
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【請求項４】
　弱い部分（３３、３４）の少なくとも一部が、樹脂シートの造型又は変形の前に形成さ
れることを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　弱い部分（３３、３４）の形成の際、樹脂シートの排除された材料が、上側器具（７０
）及び／又は下側器具（８０）内に形成されたへこみ部分（５６）に流れることを特徴と
する請求項１～５の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　へこみ部分（５６）が、樹脂シートの材料内の機械的に弱い部分（３３、３４）に対し
て、平行に、且つ隣接して施されていることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　樹脂シートが、供給された後、固定部（３）に固定されることを特徴とする請求項１～
６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　機械的に弱い部分（３３、３４）を形成した後、樹脂シートが、固定部（３）に固定さ
れることを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　機械的に弱い部分（３３、３４）が、機能的領域の間で、少なくとも２つの、器具動作
方向（１００）に移動された範囲において、材料の橋を形成していることを特徴とする請
求項１～８の何れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　食品包装体（４０）又はその一部等の熱形成された物品を製造するための器具であって
、
　上側器具（７０）、
　下側器具（８０）、及び
　少なくとも上側器具（７０）又は下側器具（８０）に設けられた、パーフォレーション
－又は刻印面（２５）を有するパーフォレーション－又は刻印要素（５）、
　を有し、及び上側器具と下側器具が相対して動作可能（器具動作方向１００）である器
具において、
　パーフォレーション－又は刻印面（２５）が、少なくとも２つの第１の部分（５７、５
８）を有し、第１の部分（５７、５８）は、一緒に、器具動作方向１００に移動され、及
びこれに対して垂直に伸びており、及び２つの第１の部分（５７、５８）は、機械的に弱
い部分（３３、３４）の部分を形成するのに適切であり、
　及び
パーフォレーション面又は刻印面（２５）が、少なくとも１つの第２の部分（５９）を有
し、第２の部分（５９）は、機械的に弱い部分（３３、３４）の部分を形成するために適
切であり、及び器具動作方向に対して９０°とは異なる角度α（２００）で形成されてい
ることを特徴とする器具。
【請求項１１】
　パーフォレーション－又は刻印要素（５）が、上側器具（７０）又は下側器具（８０）
に対して、器具動作方向１００に、先行して作動することを特徴とする請求項１０に記載
の器具。
【請求項１２】
　パーフォレーション－又は刻印要素（５）が、上側器具（７０）又は下側器具（８０）
に対して付勢されていることを特徴とする請求項１０又は１１の何れかに記載の器具。
【請求項１３】
　へこみ部分を、上側器具（７０）及び／又は下側器具（８０）の樹脂シートを見る側に
、パーフォレーション又は刻印によって排除されるフォイル材料を受け入れるために有す
ることを特徴とする請求項１０～１２の何れか１項に記載の器具。
【請求項１４】
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　パーフォレーション－又は刻印要素（５）のための対向部分（１１）を有することを特
徴とする請求項１０～１３の何れか１項に記載の器具。
【請求項１５】
　少なくとも一つのパーフォレーション－又は刻印要素（５）が、その弾性的な変形を可
能とする第１の調整構造（２７）を有することを特徴とする請求項１０～１４の何れか１
項に記載の器具。
【請求項１６】
　対向部分（１１）が、弾性的な変形を可能にする第２の調整構造（３１、５４）を有す
ることを特徴とする請求項１４又は１５に記載の器具。
【請求項１７】
　複数のパーフォレーション－又は刻印要素（５）が、相互に独立した状態で配置可能に
設けられることを特徴とする請求項１０～１６の何れか１項に記載の器具。
【請求項１８】
　パーフォレーション－又は刻印要素（５）が、異なる空間方向に、相対して配置可能で
あることを特徴とする請求項１７に記載の器具。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、相互に隣接する機能的領域の間に、機械的に弱い部分を有する、食品包装体
又はその一部等の熱成形された物品を製造する方法であって、上記物品は、利用者側の使
用の範囲で、機械的に弱い部分で、少なくとも部分的に分離可能であり、その製造は、相
対して動作可能（器具動作方向）な、上側器具と下側器具を有する熱成形器具内で行われ
、及び以下の工程、上側器具と下側器具の間に合成物質フォイル（樹脂シート）を供給す
る工程、及び上側器具と下側器具を、器具動作の方向に閉めることによって、供給された
合成物質フォイル（樹脂シート）を熱成形する工程、を有し、機械的に弱い部分は、成形
される材料が、熱成形器具内に存在する間に与えられる方法に関する。
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